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１ .はじめに　熊本県は、環境庁が認定する『名水百選』1)にも選ばれ、熊本市は「水道水の１

００％が地下水に原水を求めている」という全国的にも珍しい地域である。一般的に地下水の水

質については短期的にはほとんど変化しないとされているが、この確認は地下水に関する環境評

価では不可欠である。近年、インターネットの普及によりデータ通信及び情報公開、さらには情

報を簡易に検索可能な環境の下、高度な情報化社会は著しい発展をみせている。今後は、このよ

うな情報を地下水に関するデータベースとして管理し、市民が容易に検索可能なデータベースシ

ステムが望まれている。金峰山山系では飲料水として一般市民が湧水を利用しており、聞き取り

によれば水質の状況が分からないために、飲用に適しているか不安があると訴えている市民も少

なからず存在する。

２ .目的　本研究では、水質データ公開システムを開発する。データ公開システムを稼動させる

ことにより一般市民が湧水の水質データを入手する事ができ安心して湧水を利用可能になる。そ

こで、2006年度に金峰山山系及び成道寺川流域における湧水の水質分析をおこないその調査デー

タを、このシステムで公開する。

２ .１  調査地域　金峰山山系は熊本市の西部を南北 16km にわたって横断する山系である。又、

成道寺は、熊本平野(160km2)の西北部を流れる坪井川水系井芹川(海域面積 50km2の幹線流路延長

約 16.5km)と金峰山山系との間を流れている。そこで本研究では金峰山山系と成道寺流域を調査

対象地域とした。

　　　　　　　　　　　　　　　図１．湧水マップ

２ .２  調査期間　金峰山山系と成道寺川流域において 2006年 10月から 12月の三ヶ月間を測定

期間とし、水質センサーを用いて各湧水の水質を調査した。以前の調査は 2005年 7月~12月で

ある。

２ .３  調査方法　HORIBA製の水質センサー（W-23XD）を用いてセンサーを用いて測定を行った。

測定比較的容易に確認できる９成分(pH値、伝導率、溶存酸素、固形物量、水温、酸化還元電位、

K+、NO3
‐、Ca2+)の測定値から検討した。

３．湧水データ公開システムについて　以前作成した湧水データ公開システム3)
は、Adobe Flash
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を用いて作成したため、表示とデータを一緒にしている。このため容量が大きく重くなっており、

Web上での表示が困難であった(図1)。本研究では、表示とデータを分離して必要なデータのみ

を、その場で取り込むことにした(図2)。まず湧水データをCSV(データをカンマ(",")で区切って

並べたファイル形式）で記述し、Javaで作成した変換プログラムを用いて、情報分野でデータ

交換の標準であるXMLに変換した。これをFlashにより表示する形をとった。これにより、一度

に大きなFlash(swf)を読み込まずにすむためWeb上での表示が容易に行える。 　　　　　　

　　　　　　　図２．前報の研究3)　　　　　　　　　　　図３．本研究

　

　　　　図４．湧水データ表示画面　　　　　　　　図５．グラフ表示画面

４．まとめ　熊本市は、湧水を一般市民が飲料水として活用しているため、水質の調査及び情報

公開を継続していきたい。今後も水質調査を行うとともに、今後の課題として、一般市民がいつ

でも最新の湧水の情報を入手するため、携帯電話などで湧水データを表示するシステムを開発す

る必要があると思われる。
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